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2006年12月26日

国立情報学研究所 リサーチグリッド研究開発センター

センター長/教授

三浦 謙一

ＮＡＲＥＧＩ ミドルウェアの概要と
サイバーサイエンスインフラ（ＣＳＩ）への展開
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「グリッド」とは

• 電力供給網(Electrical Power Grid)からの“アナロジー”

• 全地球的に分散した 計算資源・データ・実験装置・人的資源

（研究者）などを高速・大容量ネットワークでダイナミック（動的）

につないだ仮想組織 （Virtual Organization)

Sensor nets

Data archives

Software
catalogs

Colleagues

Computing Resources
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グリッドの様々な形態と利用法

• サーバグリッド
– 資源の仮想化による

ジョブの計算機やセンター間の最適な負荷分散

• メタコンピューティング

- 分散大規模並列計算、連成計算

• データグリッド

- 大規模データの共有と処理

• インスツルメンテーショングリッド（センサーグリッド）

‐ 高ｴﾈﾙｷﾞｰ加速器、天体観測層装置、各種センサーからの

データと連携した処理、計算

• 協調グリッド

- 研究者も含んだ使い方

(遠隔モニタリング，ステアリング）
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センターとしてのグリッド

• Resource Providerとしての計算資源/データの共有化

• 特色を持った計算資源/データベース/サービスの提供

• 研究コミュニティのＶＯと連携し、ホスティングすることによる
ユーザ層の拡大

• ユーザ登録の一元化（ＵＰＫＩとの連携）

例: 米国ＴｅｒａＧｒｉｄ （ＮＳＦ）

TeraGrid A National Production 
CI Facility

SDSC TACC

UC/ANL

NCSA

ORNL

PU
IU

PSCNCAR

20+ Distinct Computing Resources
(>150TF today; ~600TF by 8/2007)

100+ Data Collections

USC/ISI

Caltech

UNC

UW

Phase I:  2001-2004 Design, Deploy, Expand 
Phase II: 2005-2010 Operation & Enhancement

Source: Dr. C.Catlett, Univ. Chicago
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TeraGrid Projects by Institution

Blue: 10 or more PI’s
Red: 5-9 PI’s
Yellow: 2-4 PI’s
Green: 1 PI

1000 projects, 4000 usersSource: Dr. C.Catlett, Univ. Chicago
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7TeraGrid Science Gateways Initiative:
Community Interface to Grids

• Common Web Portal or application interfaces (database access, 
computation, workflow, etc), exploit standards (primarily web services)
• “Back-End” use of grid services such as computation, information 
management, visualization, etc.
• Standard approaches so that science gateways may readily access
resources in any cooperating Grid without technical modification.

TeraGridTeraGridGrid-XGrid-X Grid-YGrid-Y

Web Services
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研究コミュニティとしてのグリッド

• 高ｴﾈﾙｷﾞｰ物理学

例：ＥＧＥＥ, ＯＳＧ

• 天文学（Ｖｉｒｔｕａｌ Ｏｂｓｅｒｖａｔｏｒｙ）

• ナノサイエンスグリッド

• バイオグリッド

• 各種ポータル/研究室環境

分野別の仮想組織（Ｖｉｒｔｕａｌ Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ）
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ＮＡＲＥＧＩプロジェクトの概要

１）正式名称：「超高速コンピュータ網形成プロジェクト」
(英文名：National Research Grid Initiative)

２）文部科学省の｢経済活性化のためのリーディングプロジェクト｣の
一環として推進

３） ５ヶ年計画として２００３年４月にスタート(２００６年、次期スパコン

研究開発プロジェクトの一環として再スタート）

４） 国立情報学研究所と分子科学研究所を二拠点とし、その他の

共同研究機関、大学、産業界を含む産・学・官連携研究開発体制

次世代の研究開発、製品開発に不可欠な大規模シミュレーション
などを実現するグリッド基盤用ソフトウェア （サイエンスグリッド）

の研究開発を推進し、ナノ分野において計算研究環境としてのグリッ

ドの有用性の実証を行い、産業界における製品開発のための計算
環境の実現に寄与する。
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グリッドミドルウェア研究開発体制

プロジェクトリーダ･･･・・・・・・・・・・・・・・・・三浦謙一（国情研）

１） グリッド環境における資源管理 ・・・・・・・・・・・・ WP-１
松岡（東工大）、合田（東工大）

２） グリッドプログラミング環境 ・・・・・・・・・・・・・・・・ WP-２
関口（産総研）、石川（東大/産総研）

３） グリッドアプリケーション環境 ・・・・・・・・・・・・・・ WP-３
宇佐見（国情研）

４） データグリッド環境 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ WP-４
松田（阪大）

５） グリッド対応ネットワーク通信基盤 ・・・・・・・・・・ WP-５
下條（阪大）、尾家（九工大） 、今瀬（阪大）

６） ナノシミュレーションのグリッド化 ・・・・・・・・・・・ WP-６
青柳（九大）
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ＮＡＲＥＧＩグリッドミドルウェア構成と研究項目

計 算 資 源

国立情報学研究所 分子科学研究所 共同研究機関 その他

SuperSINET/SINET3

WP6：ナノテクシミュレーションのグリッドへの対応

WP3：グリッド PSE

WP3:グリッドワークフロー

WP1:スーパースケジューラ

WP2:
グリッド
プログラミング
・グリッドRPC
・グリッドMPI

WP3：グリッドﾞ可視化

WP1：グリッドVM

WP1:分散情報サービス

（（UNICORE,UNICORE,Globus,Condor,Globus,Condor, OGSAOGSA))

WP5:ネットワーク通信基盤、性能評価、セキュリティ･認証

デ
ー
タ

グ
リ
ッ
ド

WP4：

PSE: Problem Solving Environment (問題解決環境）
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物理空間に制約されない仮想組織（VO)

専門分野に閉じた自己完結型の研究から、複数の専門分野を集め開拓
していく水平統合型の研究へ

地理的・物理的に制約された環境にとらわれずに、仮想組織＝VO（Virtual Organization）

を形成し、共通の目的のもと各機関が連携して共同研究を進めることが可能に

A 大学

B 大学

C 大学

E 研究所

D 社

仮想組織1

仮想組織3仮想組織2

VO ＝ 利用者＋計算資源＋データ
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ワークフロー（アプリケーション シナリオの作成と実行）

個々のアプリケーションの計算結果を、次のアプリケーションの入力に結び付けて一連の計算処理
のシナリオをGUIを用いて簡単に作成する。

制御依存関係の指定
IO（データ）依存関係の指定

1) ＷＦコンポーネントとなる
アイコンの貼り付け

2） コンポーネント間の接続

☆大規模サイエンス向けアイコン

3） 計算の実行と実行状況の
監視

ssb_r
_xm

ssb_r
_inp
ssb_r
_inp

dws0
xsv

R_PA
R_I

ams_
dat

ssb_pl
t_i

gms
env

1

3

4

5
6

7

2

RISMF
MO

gms
env

1

3

4

5

6

7

ssb_pl
t_i

ams_
dat

R_PA
R_I

dws0
xsv

ssb_r
_xm

2

RISMF
MO

ssb_r
_inp

ユーザインタフェースは同一で、種々の
アーキテクチャ（NAREGI,UNICORE)へ対応

メニューによる
プログラム実行要件記述

IO情報の記述

ブルー ：計算中
グリーン ：正常終了
レッド ：異常終了
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可視化（アプリケーション実行結果の可視化）

異なるアプリケーションの実行結果を合成して視覚的に確認することができる。

サイトＡ

計算サーバ

サイトＢ

計算サーバ

計算サーバ
（可視化）

利用者
Service
Provider

MPI Parallel
Visualizer

計算結果
データ

MPI Parallel
Visualizer

1

Service
Provider

圧縮画像
データ

2

3
4

5

計算結果
データ

PEPE PEPE PE PE
画像合成

画像圧縮

インターコネクト網

PEPE PEPEPE PEPE PEPEPE PE

MPI Parallel Visualizer
RISMRISM

FM
O

FM
O

グリッド親和性の高い大規模分散可視化

汎用的な可視化グリッドサービス

標準グリッド技術への準拠

可視化対象となるデータ規模の制約を打破

計算サーバ
（可視化）
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ステージングま
たはファイルア
クセス

データグリッド機能

広域に散在するデータ資源を、WSRFベースのOGSAを基盤として、グリッド上の分散した計算環境で共有するた
めのミドルウェアを構築する。利用者がグリッド上のファイルサーバの構成を意識することなしに、グローバルなパ
ス名で参照可能な共有ファイルシステムの機能を実現する。

2.2. 各コンポーネント各コンポーネント

3.3. データグリッド利用例データグリッド利用例1.1. データグリッド概要データグリッド概要

利用者

利用者の
ファイル 検索

登録

配置

メタデータ構築

資源管理

アクセス管理
共有ファイルシステム

（産総研のGfarmをベースに開発）

１）資源管理システム
グリッド上の共有ファイルの割り当て配置と使
用容量を統一的に管理
２）アクセス管理システム
グリッドで利用するファイルの共有ファイルシ
ステムへの登録・更新・削除などのファイル管
理機能を提供
３）メタデータ構築システム
ファイルに付随する様々なメタデータ情報を
データベース化して管理 共有ファイルシス

テム（Gfarm)

メタデータ構築
システム

WFT
利用者

サーバ#1 サーバ#2 サーバ#3

メタデー
タ情報

NAREGI ポータルサイト

ファイル
配置

SS

DB

アクセス管理
システム

資源管理
システム ファイル ファイル ファイル

計算ノード

ジョブ ファイル

計算ノード

ジョブ ファイル
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グリッドプログラミング：グリッドMPI

グリッドMPI（Message Passing Interface）

・グリッド上での通信遅延を考慮した高性能かつインターオペラブルな通信を実現するTCP/IPレベル、
MPIライブラリレベルでの通信を提供する。
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グリッドプログラミング：グリッドRPC

スーパーコンピュータ
の遠隔利用

ユーザ

Network

① 関数呼び出し

② 結果の通知

特殊なライブラリの
遠隔呼び出し

グリッド上の複数の高性能計算機を利用した大規模計算

ポータル、ASPの

バックエンドとして利用

大規模計算部分の
遠隔呼び出し

Subroutine A

Subroutine A

Subroutine A

遠隔計算機上でライブラリ関数を呼び出すモデルに基づき、数10から数100CPUのグリッドアプリ

ケーションの容易な開発と、高い実行効率を可能とする機能。
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グリッドミドルウェアによる連成解析（処理フロー）

分散情報

サービス

RISM
ジョブ

ﾛｰｶﾙ
ｽｹｼﾞｭｰﾗ

ﾛｰｶﾙ
ｽｹｼﾞｭｰﾗ

IMPI
サーバ

グリッドVM

FMO
ジョブ

ﾛｰｶﾙ
ｽｹｼﾞｭｰﾗ

スーパー

スケジューラ

WFT

RISM
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑFMO

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
ワーク
フロー

PSECA

(SMPマシン)

6: ｻﾌﾞｼﾞｮﾌﾞ起動

3: 予約交渉

合意

9: ｱｶｳﾝﾃｨﾝｸﾞ

5: IMPI起動

1: サブミット

c: 編集b: ｱﾌﾟﾘ配置

a: 利用者登録

2: 資源探索

7: MPI初期化 グリッド
MPI

グリッドVM グリッドVM
4: 資源予約
（ｺｱﾛｹｰｼｮﾝ）

4: 資源予約
（ｺｱﾛｹｰｼｮﾝ）

6: ｻﾌﾞｼﾞｮﾌﾞ起動

Site A Site B

(PCクラスタ)

Site C

分散情報

サービス

RISM
ジョブ

ﾛｰｶﾙ
ｽｹｼﾞｭｰﾗ

ﾛｰｶﾙ
ｽｹｼﾞｭｰﾗ

IMPI
サーバ

グリッドVM

FMO
ジョブ

ﾛｰｶﾙ
ｽｹｼﾞｭｰﾗ

スーパー

スケジューラ

WFT

RISM
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑFMO

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

RISM
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑFMO

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
ワーク
フロー

PSECA

(SMPマシン)

6: ｻﾌﾞｼﾞｮﾌﾞ起動

3: 予約交渉

合意

9: ｱｶｳﾝﾃｨﾝｸﾞ

5: IMPI起動

1: サブミット

c: 編集b: ｱﾌﾟﾘ配置

a: 利用者登録

2: 資源探索

7: MPI初期化 グリッド
MPI

グリッドVM グリッドVM
4: 資源予約
（ｺｱﾛｹｰｼｮﾝ）

4: 資源予約
（ｺｱﾛｹｰｼｮﾝ）

6: ｻﾌﾞｼﾞｮﾌﾞ起動

Site A Site B

(PCクラスタ)

Site C

グリッドMPI

RISM
SMP

64 CPU

FMO
PCｸﾗｽﾀ
128 CPU

出力ﾌｧｲﾙ

入力ﾌｧｲﾙ

IMPI

8: 可視化

グリッド可視化

RISMRISM FMOFMO
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マルチフィジックス連成計算実行例(NAREGI拠点間)

RISM FMO
Reference Interaction Site Model Fragment Molecular Orbital method

無限系に対する溶媒分布解析プログラム ナノ高分子の電子構造解析プログラム

分子科学研究所

RISMRISM FMOFMO

情報学研究所

溶液中の電子構造

電子構造解析溶媒分布解析

グリッドMPI
グリッド

ミドルウェア

可視化

グリッド
ミドルウェア

可視化

溶液中の電子構造
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海外機関との相互運用性（標準化採用）

■国際標準への準拠と貢献

－ UNICORE, Globus Toolkit ,OGSA準拠の開発方針

－ GGF(Global Grid Forum）への積極的参画

（Working Group への仕様提案、先行実装など）

■NAREGI CA(認証局）の運用

－ 第三者認証機関による身分を保証する証明書の発行

2005年9月1日 本格運用開始

2005年11月7日 APGrid PMAによるProduction Level CA
認定審査で承認（日本では産総研についで2番目）

■海外のグリッドプロジェクトとの連携

－ 研究プロジェクトの国際化に伴う互換性（Interoperability)の重要性

－ 運用ツール類などの相互利活用（ポータビリティ）

－ 例： EGEE, TeraGrid, UNICORE/Unigrids等との技術交流（ＧＩＮ）

■成果のオープンソース化と早期試用の促進

NAREGI成果のグリッド基盤としての将来性・持続性
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ＮＡＲＥＧＩ グリッドシステム構成例

サイト１サイト１ サイト２サイト２

Linux
管理ノード

GridVM
スケジューラ

IS
(LRPS)

AIX
管理ノード

GridVM
スケジューラ

IS
(プロバイダ
コンテナ)

Linux
計算ノード群

GridVM
エンジン

（ノード毎）

IS専用（Linux）

IS (CD,RUS)

Solaris
計算ノード群

Solaris
管理ノード

GridVM
スケジューラ

IS
(プロバイダ
コンテナ)

IS専用（Linux）

IS
(CD,RUS, LRPS)

管理サイト管理サイト

IS専用（Linux）

SS専用（Linux）
Portal & User Tools
（Linux）

IS Client library

SS Client library IS (Node) 
SS

IS Client library

AIX
計算ノード群

GridVM
エンジン

（ノード毎）

管理サイトは単独サ
イトである必要はなく、
サイトの一部資源で
構築しても良い

・IS：Information Service（分散情報サービス）
広域分散した複数の計算センターをまたがるグリッド資源情報、様々なVO（仮想組織）向けの計算環境に関する情報を収集・蓄積する。

・SS：Super Scheduler（スーパースケジューラ）
グリッド上に存在する多用な計算資源の中から、利用者のジョブ要求に応じた資源を自動検索し、グリッド環境上でのジョブスケジューリングを行う。

・GridVM：Grid Virtual Machine（グリッドVM）
グリッド環境に適した形で各サイトの計算機資源を利用するための仮想マシンレイヤー。
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ＮＡＲＥＧＩの研究開発スケジュール

２００３ ２００４ ２００５ ２００６ ２００７

ＵＮＩＣＯＲＥをベースにシステムを構築 ＯＧＳＡをベースに世界先端標準に合わせた開発

NAREGI テストベッドで開発 NAREGI広域分散テストベッドで開発

グリッドミドル要素
技術のプロトタイプ

グリッド統合ミドル
α版の研究開発
OGSA先行開発

↓
NAREGIテストベッド

で評価
グリッドミドルβ版の研
究開発、OGSA標準化・

参照実装開発
↓

NAREGI広域分散
テストベッドで評価

OGSAベースのさらなる標

準化・参照実装の開発

最終版の
開発

実証・評価

要素技術を
ナノサイエンス研究

に適用し評価

α版のNII-IMS
や7センター、

理研での評価

β版によるアプリケーション
研究開発拠点での評価

β版の配布(GGF17東京）

統合α版OGSAプロト
(UNICORE改/GT3)

Version
1．0

・グリッドRPCなど

・グリッドRPC
・グリッドMPI
・NAREGI CA
・UNICORE‐C

中
間
評
価

・データグリッド追加
・α版限定試用

β２版

UNICORE版
プロト

統合β版
OGSA/WSRF

(GT4)

Ｃｙｂｅｒ Ｓｃiｅｎｃｅ Ｉｎｆｒａｓｔｒｕｃｔｕｒｅ

23

NAREGIグリッドミドルウェア
実証計画（H18-H19)

• 分子科学研究所/産業応用協議会との連携

‐ メタコンピューティング

‐ 高スループット計算

‐ ユーザサイトを含めたコラボレーション、VO形成

• CSIグリッド作業部会を通じての展開

‐ 情報基盤センターでの試用

‐ e-Science プロジェクト

• １００ Tflop/s の計算資源の連携(H19下期を計画）

• 他のグリッドとの連携（EGEEなど）

24

学術情報ネットワーク加入機関数（平成１7年1月末現在）

7241831844802675082

合計その他大学共同
利用機関

高等専門
学校

短期大学私立大学公立大学国立大学

米 国：10Gbps
タイ国：44Mbps

国際回線

10GbpsスーパーSINET(30拠点)

100～1GMbpsＳＩＮＥＴ(44拠点)

回線速度

【学術情報ネットワーク（ SINET /スーパーSINET ）構成図】



[添付資料4-2-5] SS研 Grid Computing 2004 WG 第7回会合 資料 2006/12/26

25

NAREGI 広域分散テストベッドインフラの構築

～３０００プロセッサ
～１７ Tflops

グリッド研究開発推進拠点
（国立情報学研究所）

～５Tflops

アプリケーション研究開発拠点
（分子科学研究所）

～１０Tflops

大阪大
BioGrid

東工大
Campus Grid

産総研
SuperCluster

東大物性研
Small Test App Clusters

京大化研
Small Test App Clusters

東北大金研
Small Test App Clusters

ＫＥＫ物構研
Small Test App Clusters

九大情報基盤センター
Small Test App Clusters

産総研
Small Test App ClustersスーパーSINET

グリッドミドルウェア開発、ナノ分野のグリッド
実証研究を考慮したヘテロ、広域分散環境の
テストベッドを構築

26
サイバーサイエンスインフラ（ＣＳＩ）の必要性

27

産
業
・
社
会
貢
献

国
際
貢
献●

大学・研究機関の研究リソース整備・研究成果等の発信

バーチャル研究組織
ライブコラボレーション

日本の最先端学術情報基盤の構築に向けて
最先端の学術研究基盤が、今後の学術分野・産業分野での国際協調・競争の死命を制す ！！

大学・研究機関としての認証システムの開発と実用化

★

★

★
★★

★

★

☆

ＮＩＩと７大学情報基盤センター等連携による
次世代学術情報ネットワークの構築

サイバーサイエンスインフラストラクチャー（CSI)

北海道大学

東北大学

東京大学
ＮＩＩ

名古屋大学

京都大学

大阪大学

九州大学

（東京工業大学、早稲田大学、高エネ
ルギー加速器研究機構等）

学術機関統合リポジトリー
の形成（デジタルライブラリー）

NAREGI
の成果

連携ソフトウェアとしての研究グリッドの実用展開

28

コンテンツ

国立情報学研究所

学術情報ネットワーク
運営・連携本部 ミドルウェア・認証

Ｒ＆Ｄ

NAREGI拠点

研 究

開発
β版
V1.0, V2.0

国際連携・貢献

・ EGEE
・ TeraGrid
・ UniGridS
・ OGF  etc.

分野別HS
（ドメインサイエンス）

産業界
プロジェクト対応VO

(注：VO名は仮称）

サイバーサイエンスインフラ

（ＣＳＩ）
（最先端学術研究・教育

のための情報基盤）

情報基盤の運用・保守サービス

R&D連携

運用連携

学術研究基盤として、国立情報学研究所ではサイバーサイエンスインフラの構築を目指
している。この環境では複数の階層的ＶＯにより空間的に離れた研究機関が相互に連携
し、研究の促進、効率化を図る。

ネットワークインフラ（スーパーSINET/SINET3）

ＮＡＲＥＧＩグリッドミドルウェア

認証システム

プロジェクト対応
VO

プロジェクト対応
VOプロジェクト対応

VO

IMS,AIST,KEK,NAO,etc. グリッド作業部会

認証作業部会

ネットワーク
作業部会

NAREGIミドルによるサイバーサイエンスインフラの実現

大学・大学共同
利用機関VO

作業部会

29

－ 「次世代スーパーコンピュータ」プロジェクト －

最先端・高性能汎用スーパーコンピュータの開発利用

平成１８年度予算 3,547百万円（新規）

平成１８年度～平成２４年度（総事業費）約1,100億
円

世界最先端・最高性能の「次世代スーパーコンピュータ」の開発・整備及び利用技術の開発・
普及

・国の責任で施設の整備から運用まで一体的に推進。
・整備体制としては、文部科学省に「スーパーコンピュータ整備推進本部」を設置。プロジェクトリーダーには、民間出身者を研究振興官とし
て任用。 開発主体として、独立行政法人理化学研究所を選定。

・運用の枠組は、新たな法制を整備（「特定放射光施設の共用の促進に関する法律」の一部改正）し、産学官に開放することで基礎研究から
産業利用まで幅広く共用。

○先端計算科学技術の拠点の形成
・グリッド技術で全国の実験施設、超巨大データベース、スパコン等と接続。
・世界の英知を結集し、世界水準の人材育成や先進的ソフトウェアの研究開発、スパコン開発の中長期的戦略の検討を行う国際的な

ＣＯＥを形成する。

２．趣旨及び効果

１．目的

３．整備・運用体制

理論、実験と並び、現代の科学技術の方法として確固たる地位を築きつつあるスーパーコンピューティングについて、 『国家基幹

技術』として、今後とも我が国が科学技術・学術研究、産業、医・薬など広汎な分野で世界をリードし続けるため､

（１）スーパーコンピュータを最大限利活用するためのソフトウェアの開発・普及

（２）世界最先端・最高性能の「次世代スーパーコンピュータ（汎用京速(注)計算機システム）」の開発・整備 (注)京速＝１０ペタFLOPS

（３）上記（２）を中核とする世界最高水準のスーパーコンピューティング研究教育拠点（COE)の形成

を一体的に推進する。

○平成１８年度事業内容
平成１８年度は、世界最先端・最高性能の汎用京速計算機システムの開発・整備のための

システム全般の概念設計、研究開発及び建屋の設計等に着手する。
（１）ソフトウェア（OS、ミドルウェア、アプリケーションソフトウェア）の設計・研究開発
（２）ハードウェア（計算機システム及び超高速インターコネクション）の設計・研究開発
（３）建屋の設計 等

１１

30

次世代スーパー
コンピュータ

原子力

原子炉
丸ごと解析

レーザー
反応解析

提供：日本原子力研究所

提供：日本原子力研究所

銀河形成解明 惑星形成解明

オーロラ
発生解明

提供：（独)理化学研究所 提供：国立天文台

提供：(独）海洋研究開発機構

天文・宇宙物理

ロケット
エンジン設計 航空機開発

提供：(独)宇宙航空研究開発機構 提供：(独)宇宙航空研究開発機構

航空・宇宙

津波被害予測

提供：気象研究所

雲の解析

提供：東北大学

防災

広汎な分野での利活用 - 次世代スパコンが拓く世界 -

ライフサイエンス

提供：東京大学・理化学研究所

エルニーニョ
現象の影響
予測

提供： (独）海洋研究開発機構

ものづくり

自動車開発 提供：日産自動車（株） 地球環境

１２

酵素・触媒反
応

物質設計

cc

提供：分子科学研究所

ナノテクノロジー

カーボンナノチューブ
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１３文部科学省研究振興局資料より

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

検討

システムソフトウェア

グランドチャレンジ
アプリケーション

システム強化

システム強化

次世代ナノ統合シミュレーション設計・製作

設計

次世代生命体統合シミュレーション設計・製作

異機種統合・グリッドミドルウェア設計・製作

建設

製作

ハードウェア

ファイルシステム、
付帯設備整備等

立地調査、建屋建設

設計

平成２０年度 平成２３年度

評価

評価

平成２１年度年度 平成１８年度 平成１９年度

製作設計

評価

実装技術設計・評価

平成２４年度平成２２年度

研究開発状況評価★
(システム性能・機能等）

COE形成、運用評価★
(利用状況、研究成果、

人材育成状況等）
評価等

開発項目

★マネージメント体制
開発ターゲット、京速
計算機システムの構成等

★詳細なハードウェア要件、ＬＳＩの論理構成概略仕様等

★仕様・実装内容の判断
　　(概念設計内容、開発体制、立地・運用方針,
　　　採用する半導体プロセスの決定等）

32
次世代スパコンシステム向けミドルウェアとしてのグリッド

（最先端・高性能汎用スーパーコンピュータの開発利用プロジェクト）

33

１） グリッドは、21世紀の研究開発基盤であり、産業基盤です。

２） NAREGI では分子研との実証研究によって、グリッドがナノ
サイエンス、ナノテクノロジの分野における計算科学環境に
役立つことを実証致します。

３） 開発したグリッド技術を広く産業界へも広め、計算科学の
手法に立脚した産業界の国際競争力向上に寄与します。

４） さらにサイバーサイエンスインフラへグリッドの要素技術を
提供することにより、計算資源利用者の裾野の拡大
貢献します。

５） 次世代スーパーコンピュータシステムによるペタスケール
時代に不可欠なグリッドによる計算研究環境の研究・開発を
継続して行います。

６） 国際的なグリッド技術標準化に貢献します。

“Software is the Infrastructure”
- Paul Messina, NAREGI Symposium 2004 -

まとめ
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